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研究成果の概要（和文）： 

 

 本研究の目的は、国際会計基準のコンバージェンスを巡る経済的帰結を実験比較制度分析に

より分析することである。分析の結果、１.会計基準の同質性を前提とするとコンバージェンス

は困難であること、２.国際会計基準が唯一品質の高い基準であっても、コンバージェンスは困

難であること、３.コンバージェンス達成のためにはエンフォースメントの仕組みが重要となる

ことなどが明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to examine the economic consequences of global accounting 

convergence and to reveal the role of Japanese accounting standard setter, using the new 

social approach of experimental comparative institutional analysis. The results of our 

study are as follows: First, under the condition that there is no difference among the 

accounting institutions, the movement towards convergence of International Financial 

Reporting Standards would finally come to an end. Second, though the IFRS is the only 

high quality standard set in the world, the movement towards convergence would also 

come to an end. Third, for global accounting convergence, the concept of correlated 

equilibrium of game theory would anticipate that the some optimal enforcement system 

facilitates global convergence. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 近年の国際会計基準（IFRS）を軸とするコ

ンバージェンスないしアドプションの問題

は、現在の会計研究において最重要課題の１
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つとして位置づけることが出来、またその是

非については賛否両論あるが、研究としては

まだ端緒についたばかりとも言える。すなわ

ち、コンバージェンスやアドプションを巡っ

ては、学界・実務界問わず賛否両論あるが、

しかし、いずれも「地に足がついた議論」不

足の感が否めない。たとえば、コンバージェ

ンス賛成論は、財務諸表の比較可能性や会計

基準のネットワーク外部性をその根拠とす

るが、比較可能性がどの程度担保されるのか、

またどれだけのネットワーク外部効果があ

るのかについては必ずしも明らかではない。

また、コンバージェンス反対論は、基準間競

争の必要性などをその根拠とするが、逆に競

争を行うことの負の効果はないのか、必ずし

も明らかではない。更に、国際会計基準に係

るアーカイバル型の実証研究は徐々に行わ

れつつある（具体的には、国際会計基準の導

入国における株式価値関連性の検証や、個別

基準の検証などが挙げられる）。しかし、そ

の結果はやはり賛否両論あるし、また、これ

らの実証は、あくまで部分的・事後的な検証

に過ぎず、「世界に１つ（１セット）だけの

会計基準」となることそのもののメリット・

デメリットを計測するものではない。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究は、企業会計において喫緊の問題で

ある国際会計基準を巡るコンバージェンス

ないしアドプションを巡る各国間の動向を、

実験比較制度分析という新しいアプローチ

により検討することで、その経済的な帰結を

予測すると共に、世界経済の中で我が国が果

たすべき役割ないし会計戦略の一端を明ら

かにすることを目的とするものである。具体

的には、会計制度を各プレイヤーの「共有予

想」（ゲームの均衡）として捉え、これまで

の理論モデルで示される「国際会計基準のジ

レンマ」問題を精緻化すると共に、実験経済

学の手法により、当該モデルを実験的に検証

し、その経済的帰結ないし「意図せざる帰結」

を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は、会計制度研究に、実験比較制度

分析という新たな方法論を提案する。具体的

には、会計制度の生成や崩壊という動態を、

比較制度分析によりモデル化し、かつ実験的

手法で検証する。ここでは、会計制度を各プ

レイヤーの「共有予想」（ゲームの均衡）と

して捉え、その共有予想が、どのように形成

され、またどのように変化していくかを具体

的に検証していく。このような分析手法は、

これまでの会計制度研究では見られなかっ

た新しい手法である。 

 
４．研究成果 

 上記の目的を達成するために、我々は、同

志社大学および青山学院大学において経済

実験を実施し、そのデータを解析するととも

に、経済実験で得られた当初予想からの「意

図せざる帰結」をゲーム理論のモデルにフィ

ードバックする作業を行った。そこで得られ

た我々の研究成果は以下のとおりである。 

（１）EU などにより行われた同等性評価に

よる会計基準間の品質に相違がない状態を

前提とすると、コンバージェンスは極めて困

難であること。 

（２）国際会計基準審議会（IASB）が掲げ

る目標である「国際会計基準が唯一品質の高

い会計基準であるという状況」であっても、

コンバージェンスは極めて困難であること。 

（３）ゲーム理論の相関均衡の考え方からす

ると、コンバージェンス達成のためには適切

なエンフォースメントの仕組みが重要とな

ること。 

 また、今後の課題としては、特に会計基準



 

 

のエンフォースメントについて、更なるモデ

ル分析と実験研究が必要となることが挙げ

られる。 
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